
平成 28年 5月 26日に開催された実践的なカンファレンス指導の様子です。 

今回は、自分たちでカンファレンスを行う手法や進行を決め、暴言をはかれる利用者様に対してのカンファレン

スを実施しました！ 

5月で、久留米地区での実践塾は終わり、スタッフからは「もっと勉強したい！」「また、理事長の指導を受けた

い！」という声がでていました!(^^)! 

西村理事長、本当にありがとうございました！６月からは大牟田地区での実践塾よろしくお願い致します(^^) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ス タ ッ フ の 声  

相手の心情に共感するだけでなく、相互に感じないと共感ではないという言葉を胸に BPSD が本人にとって

のコミュニケーションツールかも知れないと考え、今後も介護に携わっていきたいと思います。 

 

５回にわたり西村理事長のカンファレンス研修を受けさせていただき学ぶことが大変多く一人の利用者様の

ことを知ろうとする大切さが全職員へ伝わったと思います。 

私自身も介護の重要さ、楽しさ、カンファレンスの必要性を痛感しました。 

今後も、この研修で勉強したことを活かし、利用者様本位の考えを保っていけるよう努力していきます。 

 

最後の西村理事長のカンファレンスでしたが、正直にもっと勉強していきたいと思いました。 

もっと利用者様の気持ちを考え、すまいるホーム上津にいてよかったと思える環境を作り、ここのスタッフが

良いと思っていただけるように努力してきたいです。 

 

 素直にご本人様に向き合い、ご本人の望まれるケア、生活支援を行えるように固定概念や介護者の予測でケア

を行うのではなく、ご本人様の生活歴・背景・現生活の状況などを踏まえ、カンファレンスを行い、ケアに当

たるようにして行きます。 


